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1.はじめに
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SP（ポイント・値引き・クーポン）は、⼤きく分けて3種類の形態のインセンティブとして、
企業に⽤いられている

消費者がポイントや値引きといった報
酬を必ず獲得できる形態のインセン
ティブ

消費者がポイントや値引きといった報
酬を抽選によって獲得できる形態のイ
ンセンティブ

消費者が必ず獲得できる報酬（確定イン
センティブ）と抽選によって獲得できる
報酬（不確定インセンティブ）を組み合わ
せたインセンティブ

確定インセンティブ 不確定インセンティブ 複合インセンティブ



1.はじめに
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インセンティブの中には、獲得に努⼒を要する場合も存在する

「X円以上の⽀払い」、「登録」という努⼒を要する場合が多い

確定インセンティブ 不確定インセンティブ 複合インセンティブ



1.はじめに（問題意識）
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獲得に努⼒を要する場合において、確定・不確定インセンティブの選好関係は
研究されてきたものの、複合インセンティブについては研究がなされていない

『期待効⽤理論』
von Neumann and Morgenstern（1947）

『プロスペクト理論』
Kahneman and Tversky（1979）

Gao and Gudykunst（1990）
MacLeod et al. (1991)Loomes and Sugden (1982)

Wu（1999）
Buhr and Dugas (2002)

1940s 1990s 2010s

確定派

不確定
派

複合派

Taylor and Brown (1988)
Dhar et al. （1999）

Bar-Anan et al. (2009)
Lee and Qiu (2009)
Abuhamdeh et al. (2015)

Goldsmith and Amir（2010）

Schultz et al. (1997)

Ailawadia et al.（2014）
Mazar et al. (2016)

Hsee and Ruan (2016)
Ruan, Hsee, and Lu (2018)
Shen et al. (2019)

Ran Kivetz（2003）

努⼒を考慮した議論

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
研
究

三⽥論 卒論



2.既存⽂献レビュー
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2.既存⽂献レビュー（Shen, et al., 2019＋その先⾏研究群）
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【獲得に努⼒を要さない場合】
確定インセンティブの主観的価値は、不確定インセンティブより⾼い

*期待値は同じ

確定インセンティブ 不確定インセンティブ

報酬

価値

500

v(500)

報酬

価値

5,000

v(5,000)

1/10・v(5,000)

必ず500ptプレゼント* 10⼈に1⼈に5,000ptプレゼント*



n 不確実性の有無という点において性質の異なる2つのイ
ンセンティブを組み合わせている

n 確定インセンティブの価値は、消費者が必ず獲得できる
報酬の価値そのものである⼀⽅、不確定インセンティブ
の価値は、消費者が抽選によって獲得できる報酬の価値
を抽選確率によって重み付けした価値

n 複合インセンティブには、消費者が不確定インセンティ
ブを獲得するまでの間に抽選という時間的な分離が存在

2.既存⽂献レビュー（三⽥論、卒論）
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消費者は、複合インセンティブを構成する確定インセンティブと不確定インセンティブを
別々の分離勘定で評価する

*期待値は前スライドの確定インセンティブ・不確定インセンティブと同じ

以下2つの基準より、消費者は、確定インセンティブと不確定インセンティブを別々の分離勘定で評価する

①時間的な分離 ②情報処理の複雑性

複合インセンティブ

必ず250ptプレゼント＆さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント*



必ず250ptプレゼント

さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

必ず250ptプレゼント＆さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

2.既存⽂献レビュー（三⽥論、卒論）
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複合インセンティブの主観的価値は、それを構成する確定インセンティブと
不確定インセンティブが別々の分離勘定で評価されることによって決まる

v(250)＋1/10・v(2,500)

v(250)

1/10・v(2,500)

報酬

価値

2,500250

構成要素①確定インセンティブ 複合インセンティブの主観的価値

構成要素②不確定インセンティブ

報酬

価値

v(250)

250

報酬

価値

v(2,500)

2,500

1/10・v(2,500)



2.既存⽂献レビュー（三⽥論）
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【獲得に努⼒を要さない場合】インセンティブの主観的価値は、
複合、確定、不確定インセンティブの順に⾼い*

確定インセンティブ 不確定インセンティブ 複合インセンティブ

必ず500ptプレゼント 10⼈に1⼈に5,000ptプレゼント 必ず250ptプレゼント＆
さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

*期待値は同じ



2.既存⽂献レビュー（ Adams 1965,1963; Walsteretal, 1978)
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消費者は、報酬を獲得するために努⼒を投資する分、報酬に対する期待を⾼める

・消費者は、報酬の獲得のために努⼒を投資する分、報酬に対する期待を⾼める
・報酬の獲得に要する努⼒の⽔準が⾼いほど、期待される報酬も⼤きくなる

公平理論（equity theory）（Adams, 1963）

n 公平とは、消費者の仕事量や投⼊量（Input）と、その対価としての報酬（Outcome）のバランスによって決まる

n 消費者の満⾜と⾏動は、客観的な報酬の⼤きさより、公平であると判断された報酬の⼤きさに起因する

なぜか︖
消費者は、報酬を獲得するために努⼒を投資する場合、その努⼒に⾒合う⼤きさの報酬を期待する(e.g., Adams 1965, Walsteretal, 1978)



2.既存⽂献レビュー（Kahneman and Tversky 1979; Kőszegi and Rabin, 2006 ）
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①報酬に対する期待が消費者の参照点になる

*利得と損失を分ける⼼理的基準

①報酬に対する期待が消費者の参照点になる
n 利得や損失の価値は、絶対的な価値ではなく、参照点*からの

変化分で判断される相対的な価値として評価される

n 参照点は、⼀般的に、消費者の現状に対応している
（Kahneman and Tversky, 1979）

消費者の現状のほか、消費者の報酬に対する期待も
参照点になりうる（Kőszegi and Rabin, 2006）

vEv

rE
(=0)

rE
(>0)

報酬に対する期待が0の状態rE(＝0)から、
報酬に対する期待が⾼まった状態rE(>0)へ変化

v︓報酬に対する期待が0の状態rE(＝0)における価値関数
vE︓報酬に対する期待が⾼まった状態rE(>0)における価値関数



2.既存⽂献レビュー（Kahneman and Tversky 1979; Kőszegi and Rabin, 2006 ）
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②期待を上回る報酬は利得、期待を下回る報酬は損失として知覚される

1. 利得の価値は、報酬に対する期待の分、低下する

→利得の価値は、獲得に努⼒を要する場合の⽅が、

獲得に努⼒を要さない場合より、低い

2. 何も報酬を獲得できないことは、報酬の獲得に努⼒を要さな

い場合には、損失とは知覚されないが、報酬の獲得に努⼒を

要する場合には、期待を下回る損失として知覚される

新たな参照点（期待）の下で、

消費者が利得と損失の価値を評価する際の特徴

新たな損失領域

新たな利得領域

1.利得の価値は低下

vEv

a

vE(a)
v(a)

0

vE(0) 2.何も獲得できないことが損失に



2.既存⽂献レビュー（Ran Kivetz, 2003）
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【獲得に努⼒を要する場合】
確定インセンティブは、不確定インセンティブより選好される

*期待値は同じ

※定量的根拠は、Appendixの命題1を参照

努⼒を要する確定インセンティブ 努⼒を要する不確定インセンティブ

X円以上の⽀払いで、
必ず500ptプレゼント*

X円以上の⽀払いで、
10⼈に1⼈に5,000ptプレゼント*

500

vE(500)
v(500)

vEv

5,000

vEv

v(5,000)
vE(5,000)

vE(0)

0



3.仮説提唱
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H1a︓獲得に努⼒を要する複合インセンティブを構成する確定インセンティブの主観的価値と、
獲得に努⼒を要さない複合インセンティブを構成する確定インセンティブの主観的価値の間に差異はない

H1b︓獲得に努⼒を要する複合インセンティブを構成する不確定インセンティブの主観的価値は、
獲得に努⼒を要さない複合インセンティブを構成する不確定インセンティブの主観的価値より低い

H2︓獲得に努⼒を要する場合、獲得に努⼒を要さない場合に⽐して、インセンティブの主観的価値が低下する度合いは、
不確定インセンティブ、確定インセンティブ、複合インセンティブの順に⼤きい

H3︓獲得に努⼒を要する場合、インセンティブの主観的価値は、
複合インセンティブ、確定インセンティブ、不確定インセンティブの順に⾼い

H4︓インセンティブの主観的価値は、⾦銭的努⼒の⽔準がWTPを上回る場合の⽅が、
⾦銭的努⼒の⽔準がWTPを下回る場合より低い

18

仮説⼀覧
3.仮説提唱



構成要因①確定インセンティブ

3.仮説提唱（前提確認）
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獲得に努⼒を要する複合インセンティブ、特に、複合インセンティブを構成する
不確定インセンティブの獲得に努⼒を要する場合について考えていきます

*論拠はp9参照

獲得に、X円以上の⽀払いという努⼒を要する

獲得に努⼒を要さない

構成要因②不確定インセンティブ

消費者は、報酬の獲得に努⼒を要する場合においても、
（1）情報処理の複雑性、（2）時間的な分離より、

確定・不確定インセンティブを別々の分離勘定で評価すると考えられる*



必ず250ptプレゼント 必ず250ptプレゼント

3.仮説提唱（複合インセンティブを構成する確定インセンティブ）
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獲得に努⼒を要する複合インセンティブを構成する確定インセンティブの主観的価値と、
獲得に努⼒を要さない複合インセンティブを構成する確定インセンティブの主観的価値の間に差異はない

努⼒を要する場合︓確定インセンティブ

報酬

価値

v(250)

250

なぜか︖ 消費者は、複合インセンティブを構成する確定インセンティブを獲得するにあたって、努⼒を投資する必要がない
→消費者は、努⼒を投資する場合には、投資する努⼒の分、報酬に対する期待を⾼めるが、
そもそも努⼒を投資する必要がない場合には、報酬に対する期待を⾼めることはない

努⼒を要さない場合︓確定インセンティブ

報酬

価値

v(250)

250

必ず250ptプレゼント＆
X円以上の⽀払いで、さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

努⼒を要する複合インセンティブ

H1a



X円以上の⽀払いで、さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント X円以上の⽀払いで、さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

3.仮説提唱（複合インセンティブを構成する不確定インセンティブ）
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なぜか︖ 消費者は、複合インセンティブを構成する不確定インセンティブを獲得するために、努⼒を投資する必要がある
→消費者は、努⼒を投資する場合には、投資する努⼒の分、報酬に対する期待を⾼める
→抽選によって不確定インセンティブを獲得できる場合の価値は、期待の分、低下する

努⼒を要する場合︓不確定インセンティブ努⼒を要さない場合︓不確定インセンティブ

必ず250ptプレゼント＆
X円以上の⽀払いで、さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

努⼒を要する複合インセンティブ

2,500

v(2,500)
vE(2,500)

2,500

v(2,500)

獲得に努⼒を要する複合インセンティブを構成する不確定インセンティブの主観的価値は、
獲得に努⼒を要さない複合インセンティブを構成する不確定インセンティブの主観的価値より低い

H1b



3.仮説提唱（複合インセンティブを構成する不確定インセンティブ）

22

何も報酬を獲得できないことの価値

報酬の獲得に努⼒を要する場合、何も報酬を獲得できないことは、
期待を下回る損失として知覚される （Ran Kivetz, 2003）

消費者は、確定インセンティブを、不確定インセンティブを獲得するために
投資する努⼒に対する補償として知覚すると考えられる

消費者は、投資する努⼒に対する補償を獲得できることが確定している状態
で、不確定インセンティブに対する期待を⾼めると考えられる

したがって、獲得に努⼒を要する複合インセンティブにおいては、
抽選によって不確定インセンティブを獲得できない場合の価値は、
期待を下回る損失としては知覚されず、抽選によって不確定インセンティブ
を獲得できる場合の価値のみが、期待の分、低下する

vE(rE)

vE(0)︓損失

vEv

vEv

0

抽選によって不確定インセンティブを獲得できない場合の価値は、
期待を下回る損失として知覚されないということも追加的に分析したい→H2

H1b



3.仮説提唱
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獲得に努⼒を要する場合、獲得に努⼒を要さない場合に⽐して、インセンティブの主観的価値が低下する
度合いは、不確定インセンティブ、確定インセンティブ、複合インセンティブの順に⼤きい

必ず250ptプレゼント＆
X円以上の⽀払いで、さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

努⼒を要する複合インセンティブ

vEv

v(250)

250 2,500

v(2,500)
vE(2,500)

H2

複合 ︓損失が知覚されない分、価値の低下分が⼩さい
不確定︓損失が知覚される分、価値の低下分が⼤きい
確定 ︓凸関数の性質上、確定の低下分の⽅が（原点に近い）、

複合の低下分（原点から遠い）より⼤きい



必ず250ptプレゼント＆
X円以上の⽀払いで、

さらに10⼈に1⼈に2,500ptプレゼント

3.仮説提唱

24

獲得に努⼒を要する場合、インセンティブの主観的価値は、
複合インセンティブ、確定インセンティブ、不確定インセンティブの順に⾼い

*期待値は同じ

※定量的根拠は、Appendixの命題2を参照

努⼒を要する確定インセンティブ 努⼒を要する不確定インセンティブ 努⼒を要する複合インセンティブ

vEv

v(250)

250 2,500

v(2,500)
vE(2,500)

X円以上の⽀払いで、
必ず500ptプレゼント

X円以上の⽀払いで、
10⼈に1⼈に5,000ptプレゼント

H3



3.仮説提唱
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インセンティブの主観的価値は、⾦銭的努⼒の⽔準がWTPを上回る場合の⽅が、
⾦銭的努⼒の⽔準がWTPを下回る場合より低い

報酬の獲得のために⽀出を増やす必要がある

→⽀出の増分が消費者にとっての努⼒に

①X≦WTPの場合 ②X＞WTPの場合
報酬の獲得のために⽀出を増やす必要がない

→報酬を無償同然で獲得できる

n ロイヤルティプログラム（会員、カード、アプリ）の登録

n アンケート調査への協⼒

n SNS上での拡散/友⼈の招待

n X円以上の⽀払い

n X点以上の購買

①⾦銭的努⼒ ②⾮⾦銭的努⼒→いずれも努⼒に

報酬の獲得に要する努⼒

H4



H0︓獲得に努⼒を要さない場合、インセンティブの主観的価値は、
複合インセンティブ、確定インセンティブ、不確定インセンティブの順に⾼い

H1a︓獲得に努⼒を要する複合インセンティブを構成する確定インセンティブの主観的価値と、
獲得に努⼒を要さない複合インセンティブを構成する確定インセンティブの主観的価値の間に差異はない

H1b︓獲得に努⼒を要する複合インセンティブを構成する不確定インセンティブの主観的価値は、
獲得に努⼒を要さない複合インセンティブを構成する不確定インセンティブの主観的価値より低い

H2︓獲得に努⼒を要する場合、獲得に努⼒を要さない場合に⽐して、インセンティブの主観的価値が低下する度合いは、
不確定インセンティブ、確定インセンティブ、複合インセンティブの順に⼤きい

H3︓獲得に努⼒を要する場合、インセンティブの主観的価値は、
複合インセンティブ、確定インセンティブ、不確定インセンティブの順に⾼い

H4 ︓インセンティブの主観的価値は、⾦銭的努⼒の⽔準がWTPを上回る場合の⽅が、
⾦銭的努⼒の⽔準がWTPを下回る場合より低い
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仮説⼀覧および修論の構成
3.仮説提唱



Appendix

27



Appendix（定量的根拠）

プロスペクト理論の価値関数（Tversky and Kahneman, 1991）
vE(x)＝v(x­rE) (x≧rE)
vE(x)＝­λ･v(rE­x) (x＜rE)

x︓報酬
v(x)︓報酬xの主観的価値
rE︓報酬の獲得に努⼒を要する場合の参照点（期待される公平な報酬の⼤きさに相当）
vE(x)︓参照点rEにおける報酬xの主観的価値
λ︓損失回避係数（λ≧2）

確定インセンティブ（C）︓消費者が報酬cを必ず獲得できる形態のインセンティブ（rE＜c）
不確定インセンティブ（U）︓消費者が報酬uを抽選確率p（0＜p＜1）によって獲得できる形態のインセンティブ（rE＜c＜u）
複合インセンティブ（H）︓消費者が報酬hCを必ず獲得でき、さらに報酬hUを抽選確率p（0＜p＜1）によって獲得できる形
態のインセンティブ（rE＜hC＜c＜hU＜u）
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報酬cの獲得に努⼒を要する場合における確定インセンティブの主観的価値︓V(C｜rE)＝v(c­rE)
報酬uの獲得に努⼒を要する場合における不確定インセンティブの主観的価値︓V(U｜rE)＝p･v(u­rE)­[λ･(1­p)･v(rE)]

報酬の獲得に努⼒を要する場合における、不確定インセンティブに対する確定インセンティブの優位性を、A(C, U｜rE)と定義すると、

A(C, U｜rE)＝V(C｜rE)­V(U｜rE)
＝v(c­rE)­p･v(u­rE)＋λ･(1­p)･v(rE)

不確定インセンティブに対する確定インセンティブの優位性について、

報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけての増加分をΔで表したい。

まず、v(c)およびv(u)について、報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけての増加分をΔで表すと、

Δv(c)＝v(c­rE)­v(c­0)＝v(c­rE)­v(c)＜0 

Δv(u)＝v(u­rE)­v(u­0)＝v(u­rE)­v(u)＜0

したがって、不確定インセンティブに対する確定インセンティブの優位性の増加分は、

ΔA(C, U｜rE)＝A(C, U｜rE)­A(C, U｜0)

＝v(c­rE)­p･v(u­rE)＋λ･(1­p)･v(rE)­[v(c­0)­p･v(u­0)＋λ･(1­p)･v(0)]

＝Δv(c)­p･Δv(u)＋λ･(1­p)･v(rE)
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ΔA(C, U｜rE)＞0であると仮定すると、
Δv(c)­p･Δv(u)＋λ･(1­p)･v(rE)＞0
Δv(c)­p･Δv(u)＋λ･v(rE)­λ･p･v(rE)＞0
p･[Δv(u)＋λ･v(rE)]＜Δv(c)＋λ･v(rE)
p＜Δv(c)＋λ･v(rE)/Δv(u)＋λ･v(rE)

このとき、pは、Δv(c)（＜0）が最⼩、かつ、Δv(u)（＜0）が最⼤のときに最⼩となる。
MinΔv(c)＝Min[v(c­rE)­v(c)]
v(c­rE)＋v(rE)＞v(c)より、v(c­rE)­v(c)＞­v(rE)
したがって、MinΔv(c)→­v(rE)
MaxΔv(u)＝Max[v(u­rE)­v(u)]
Δv(u)＝v(u­rE)­v(u)＜0より、MaxΔv(u)→0
したがって、p＜Δv(c)＋λ･v(rE)/Δv(u)＋λ･v(rE)＝­v(rE)＋λ･v(rE) /λ･v(rE)＝(λ­1)/ λ

損失回避係数λについて、λ≧2であることが推定されている（e.g., Heathetal, 1999; Kahneman, et al., 1990; Tversky and Kahneman, 1991,1992）
λ＝2のとき、p＜0.5であり、p＜0.5のとき、ΔA(H, C｜rE)＞0は常に成⽴する。

このことは、p＜0.5のとき、不確定インセンティブに対する確定インセンティブの優位性は、
報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけて、増加することを含意している。
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報酬hUの獲得に努⼒を要する場合における複合インセンティブの主観的価値︓V(H｜rE)＝v(hC)＋p･v(hU­rE)­(1­p)･v(0)＝v(hC)＋p･v(hU­rE）
報酬cの獲得に努⼒を要する場合における確定インセンティブの主観的価値︓V(C｜rE)＝v(c­rE)

報酬の獲得に努⼒を要する場合における、確定インセンティブに対する複合インセンティブの優位性を、A(H, C｜rE)と定義すると、

A(H, C｜rE)＝V(H｜rE)­V(C｜rE)
＝v(hC)＋p･v(hU­rE)­v(c­rE)

確定インセンティブに対する複合インセンティブの優位性について、

報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけての増加分をΔで表したい。

まず、v(hU)およびv(c)について、報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけての増加分をΔで表すと、

Δv(hU)＝v(hU­rE)­v(hU­0)＝v(hU­rE)­v(hU)＜0

Δv(c)＝v(c­rE)­v(c­0)＝v(c­rE)­v(c)＜0 

したがって、確定インセンティブに対する複合インセンティブの優位性の増加分は、

ΔA(H, C｜rE)＝A(H, C｜rE)­A(H, C｜0)

＝v(hC)＋p･v(hU­rE)­v(c­rE)­[v(hC)＋p･v(hU­0)­v(c­0)]

＝p･Δv(hU)­Δv(c)
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ΔA(H, C｜rE)＞0であると仮定すると、
p･Δv(hU)­Δv(c)＞0
p･Δv(hU)＞Δv(c) 

このとき、0＜c＜hUであることから、限界効⽤逓減の法則より、Δv(c) ＜Δv(hU)＜0
また、0＜p＜1より、p･Δv(hU)＞Δv(c) は常に成⽴する。

したがって、ΔA(H, C｜rE)＞0
このことは、確定インセンティブに対する複合インセンティブの優位性は、
報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけて、増加することを含意している。

さらに、命題1より、p＜0.5のとき、不確定インセンティブに対する確定インセンティブの優位性は、
報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけて、増加することから、
p＜0.5のとき、不確定インセンティブに対する複合インセンティブの優位性も同様に、
報酬の獲得に努⼒を要さない場合から報酬の獲得に努⼒を要する場合にかけて、増加すると考えられる。
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